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平成 23 年 10 月 27 日 

各     位 

 

 

 

業績予想の修正及び投資有価証券評価損に関するお知らせ 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 23 月４月 27 日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたので

お知らせいたします。 

また、「その他有価証券」に区分される保有有価証券のうち、時価が著しく下落し、その回復があると認めら

れないものについて、平成 24 年３月期第２四半期において減損処理による投資有価証券評価損を計上する必要

が生じましたので、併せてお知らせいたします。 

記 

１．連結業績予想の修正について 

平成 24 年３月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成 23 年４月１日～平成 23 年９月 30 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

１株当たり 
四半期純利益

前回発表予想（A） 
百万円
7,560

百万円
30

百万円
0

百万円 
40 

円 銭
1.69

今回発表予想（B） 7,257 △78 △105 △356 △15.09

増減額（B－A） △303 △108 △105 △396 － 
増減率（％） △4.0 － － － － 
(ご参考)前期第２四半期実績 
(平成23年３月期第２四半期) 

7,895 24 △8 △472 △20.02

 

平成 24 年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成 23 年４月１日～平成 24 年３月 31 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（A） 
百万円
15,800

百万円
180

百万円
120

百万円 
200 

円 銭
8.47

今回発表予想（B） 15,200 100 70 △230 △9.74

増減額（B－A） △600 △80 △50 △430 － 

増減率（％） △3.8 △44.4 △41.7 － － 
(ご参考)前期実績 
(平成 23 年３月期) 

16,044 165 101 △396 △16.79

 

 

 

会 社 名 三浦印刷株式会社 

代表者名 代 表 取 締 役 社 長 三浦 剛治 

 （コード番号７９２０ 東証第２部）

問合せ先 専務取締役管理本部長 北岡 一男 

 （TEL.03－3632－1111）

zaimug
財規マーク



－2－ 

２．個別業績予想の修正について 

平成 24 年３月期第２四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成 23 年４月１日～平成 23 年９月 30 日） 
 

売上高 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 
四半期純利益 

前回発表予想（A） 
百万円
6,680

百万円
10

百万円 
60 

円 銭
2.54

今回発表予想（B） 6,338 △91 △335 △14.19

増減額（B－A） △342 △101 △395 － 
増減率（％） △5.1 － － － 
(ご参考)前期第２四半期実績 
(平成 23 年３月期第２四半期) 

6,828 14 △380 △16.10

 

平成 24 年３月期通期個別業績予想数値の修正（平成 23 年４月１日～平成 24 年３月 31 日） 

 
売上高 経常利益 当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（A） 
百万円
14,000

百万円
80

百万円 
180 

円 銭
7.62

今回発表予想（B） 13,400 40 △240 △10.16

増減額（B－A） △600 △40 △420 － 
増減率（％） △4.3 △50.0 － － 
(ご参考)前期実績 
(平成 23 年３月期) 

13,967 90 △279 △11.85

 

３．修正の理由 

（１）第２四半期累計期間業績予想 

当社グループを取り巻く経営環境は、東日本大震災の影響による急激な落ち込みから回復しつつあるものの、

企業の広告宣伝費抑制に伴う印刷需要の低迷や受注競争の激化による単価下落など、依然として厳しい状況が

続いております。また、「４．平成24年３月期第２四半期における投資有価証券評価損」に記載しております投

資有価証券評価損の計上を予定しており、第２四半期連結累計期間の連結業績予想につきましては、売上高、

営業利益、経常利益、四半期純利益において前回発表した予想数値を下回る見込みとなりました。 

 個別業績予想につきましても、連結業績予想と同様の理由により修正いたします。 

 

（２）通期業績予想 

厳しい経営環境が続く中、営業面では企画提案力・新規開拓力の強化、生産面では物流改革や内製化促進に

よるトータルコストダウンを徹底して推進してまいりますが、企業の広告宣伝費抑制に伴う印刷需要の低迷や

受注競争の激化による単価下落等、引き続き厳しい状況にあり、通期連結業績予想につきましては、売上高、

利益ともに前回発表した予想数値を下回る見込みであります。 

 個別業績予想につきましても、連結業績予想と同様の理由により修正いたします。 

（注）上記の業績予想につきましては、現時点における入手可能な情報に基づいて算出しておりますが、今後の様々な要

因により業績予想とは異なる結果となる可能性があります。 

 

 



－3－ 

４．平成 24 年３月期第２四半期における投資有価証券評価損 

 連結 個別 

（Ａ）平成 24 年３月期第２四半期会計期間（平成 23 年７月 1 日から平成 23

年９月 30 日まで）の投資有価証券評価損の総額 

（＝イ－ロ） 

262 百万円 262 百万円

 
（イ）平成 24 年３月期第２四半期累計期間（平成 23 年４月 1日から平成

23 年９月 30 日まで）の投資有価証券評価損の総額 
262 百万円 262 百万円

 
（ロ）直前四半期（平成 24 年３月期第１四半期）累計期間（平成 23 年４

月１日から平成 23 年６月 30 日まで）の投資有価証券評価損の総額 
０百万円 ０百万円

※四半期における投資有価証券の評価方法は、洗替え方式を採用しております。 
※当社の決算期末は、３月 31 日です。 

 

以  上 


